
江　府　町　報－昭和61年5月31日発行－第199号

∴
l

予
1
↑
十
へ
．
珊

発行者

鳥取県江府町

電隷工尾㈹75－2211

編集　総　務　課

印刷　㈲富士印刷

江府町の人口

（4月30日現在）

世帯数1247世帯
人　口　瑚80人
（前月比＋1人増）
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（男）
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▲5、6年生組体操

江
尾
小
学
校
で

春
季
大
運
動
会

江
尾
小
学
校
（
野
口
是
校
長
）

で
は
、
五
月
二
十
五
日
、
春
季
大

運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

江
尾
小
学
校
は
、
健
康
づ
く
り

と
児
童
の
自
主
性
を
養
い
、
団
体

生
活
に
必
要
を
規
律
を
身
に
つ
け

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
児

童
会
の
主
催
で
春
の
運
動
会
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
六
十
二
年
度
に
行
わ

れ
る
へ
き
地
研
究
大
会
に
開
通
す

る
行
事
の
た
め
、
春
季
大
運
動
会

と
な
っ
た
も
の
。

”
う
～
ん
、
盛
り
上
り
が
も
う

一
つ
″
と
い
う
父
兄
を
よ
そ
に
、

一
年
生
も
ま
じ
え
て
、
元
気
い
っ

ぱ
い
の
演
技
を
披
露
。
五
月
晴
れ

の
楽
し
い
一
日
を
過
し
ま
し
た
。

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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人
間
性
豊
か
な
人
の
心
の
温
か
い

づ

く

り

を

一
九
億
七
、
八
〇
〇
万
円

以
下
は
、
新
年
度
の
町
政
の
方
向
を
き
め
る
三
月
定
例

町
議
会
の
初
日
に
、
井
上
町
長
か
ら
述
べ
た
新
年
度
予
算

案
の
提
案
理
由
と
行
財
政
方
針
の
要
点
を
収
録
し
た
も
の

で
す
。

▲3月定例町議会

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

●
歳
　
入

歳
入
総
額

t
九
億
七
、
八
〇
〇
万
円

園学徳明場の習

政
府
は
本
年
度
も
行
政
改
革
と
財

政
の
健
全
化
を
強
力
に
推
進
す
る
方

針
を
堅
持
し
、
地
方
公
共
団
体
に
対

し
て
も
同
様
行
財
政
の
改
革
と
健
全

化
に
格
段
の
努
力
を
求
め
て
い
る
の

で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
、
本
町

に
お
い
て
は
行
政
の
合
理
化
と
財
政

の
健
全
化
の
た
め
に
見
直
し
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
時
機
に
お
い
て
一
層
心
し
て
極
力

健
全
財
政
を
守
り
、
圧
縮
予
算
の
中

に
も
産
業
振
興
、
福
祉
対
策
、
教
育

振
興
、
衛
生
対
策
、
建
設
対
策
、
地

域
開
発
な
ど
重
点
施
策
を
配
慮
し
、

一
、
九
七
八
、
〇
〇
〇
千
円
の
予
算

を
編
成
し
ま
し
た
。

町
　
　
税

四
億
一
、
八
四
〇
万
五
千
円

内
訳

町

　

　

民

　

　

税

固
　
定
　
資
　
産
　
税

軽
　
自
　
動
　
車
　
税

金
額
（
千
円
）

≡
ハ
、
七
望

二
突
、
七
宝

六
、
二
五

構
成
比
％

⊂＝〉　三　五

三　五　九

Soumu
四角形

Soumu
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特別会計予算

903，320千円

（内訳）

国民健康保険　　　　307，万5千円

簡易水道事業　　　　20，088千円

米沢財産区　　　　　10，990千円

神奈川財産区　　　　　3，170千円

江尾財産区　　　　　　　600千円

住宅新築資金等貸付事業

17，409千円

老人居室整備資金貸付事業

11，017千円

障害者住宅整備費金貸付事業

6，762千円

索道事業　　　　　　57，848千円

老人保健　　　　　　322，452千円

奥大山国民宿舎山荘甘酒茶屋

145，209千円

（いずれも歳入、歳出同じ金額です）

江

交
通
安
全
対
策
交
付
金

田
　
自
動
車
取
得
税
交
付
金

国
有
提
供
施
設
交
付
金

府

　

国

庫

支

出

金

県

　

支

　

出

　

金

丁

地
方
道
路
譲
与
税

報
　
　
内
訳

自
動
車
重
量
税

五
四
八

空
、
呂
二

二
五
五
、
四
七
〇

望
○

二　七　⊂＝）

⊂：：：⊃　⊂＝〉　⊂＝〉
⊂＝〉　⊂＝〉　⊂＝）
⊂＝）　⊂＝）　⊂：二つ

二　四

九　七

県
道
改
良
負
担
金
慧
兼
債

義
務
教
育
施
設
事
業
債

⊂＝〉　⊂＝〉　⊂＝）

ブく　四　五
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国
県
の
支
出
金
、
交
付
金

三
億
七
、
八
四
七
万
円

地
方
交
付
税

六
億
九
千
万
円

構
成
費
　
三
四
・
九
％

財

　

産

寄

　

　

付

繰

　

　

入

繰
　
　
越

老
H
H
　
　
　
　
¶
人

音

P

 

u

「

地
方
債二

億
「

内
訳

過
　
　
疎

同
　
和
　
事

公
　
有
　
林

債

業
　
偵

野
　
偵

－　四　四　－
・－・⊂：：⊃　ニ　⊂二つ　六

五　⊂＝）　二　九　－
⊂：：⊃　⊂＝⊃　⊂＝⊃　⊂＝⊃　⊂＝）
⊂＝）　⊂＝〉　⊂＝〉　⊂＝）　⊂＝）

〇
七
〇
万
円

収
　
入金金金入

た

ば

こ

消

費

税

電

　

　

気

　

　

税

木
　
材
　
引
　
取
　
税

特
別
土
地
保
有
税

一
五
、
空
〇

三
四
昌一ロ〇

四〇〇

⊂＝〉　⊂＝）

六　ノ‾ヽ

内
訳

分
担
金
及
負
担
金

使
用
料
及
手
数
料

九　　　　　九
六　ノ‾ヽ　二　四　三　ノヽ　フ■て

九　二　九　⊂＝）　六　四　⊂：：⊃
七　九　三・・・．・．・．・一・ノ‾ヽ　九　二
九　二　四（二つ　ノ‾ヽ　三　九

－　－　⊂＝）　⊂＝〉　四　⊂＝）　四

九　九・・・・・一　二　′ヽ　四　九

そ
の
他
の
歳
入

二
億
八
、
〇
四
二
万
五
千
円

●
歳
　
出

歳
入
・
歳
出
予
算
の
構
成
は
次
の

通
り
で
す
。

性
質
別
に
み
て
み
る
と
普
通
建
設

費
が
ト
ッ
プ
で
三
四
・
一
％
、
つ
い

で
人
件
費
が
一
九
・
七
パ
ー
セ
ン
ト

に
在
っ
て
い
ま
す
。

性　質　別

性　 質　 別

人件費 （非常勤を含む）

値　　　 一日 ′
388．約6 19．7

物　　 件　　 費 179．626 9．1

維 持 補　 修 費 16，548 0．8

扶　　 助　　 費 19．744 1．0

普　 通　建　 設 費 674，931 34．1

公　　 債　　 費 379，130 19．2

貸　　 付　　 金 21，500 1．1

繰　　 出　　 金 33．647 1．7

投 資 及 出 資 金 30 －

積　　 立　　 金 6，240 0．3

予　　 備　　 費 18．000 0．9

補　　 助　　 費 239，768 12．1

⑳
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団日田

3億5，823万円

住
民
参
加
の
町
政
を

総
務
管
理
費

三
億
〇
一
〇
六
万
六
千
円

▲総合計画審議会

報
　
■
一
般
管
理
費

一
億
三
九
四
一
万
円

丁田府江第199号

町
職
員
給
与
是
正
に
つ
い
て
本
町

に
お
い
て
は
、
五
等
級
制
の
職
務
に

よ
る
給
与
体
系
を
ヒ
位
等
縄
へ
の
わ

た
り
運
岡
を
行
わ
ず
準
法
し
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
今
後
に
お
け
る
職
務

給
与
の
体
系
を
補
強
す
る
た
め
以
後

二
ケ
年
間
で
是
正
し
よ
う
と
計
画
し

て
お
り
ま
す
。

な
お
、
本
年
度
に
お
い
て
本
町
各

行
政
委
員
会
の
非
常
勤
特
別
職
の
職

員
及
び
区
長
の
報
酬
の
改
正
実
施
を

行
い
た
く
存
じ
ま
す
。

●
文
吉
広
報
費

丘
一
三
万
八
千
円

情
報
社
会
に
お
い
て
、
町
行
政
の

正
確
な
情
報
を
早
く
通
報
す
る
た
め

町
報
、
週
報
の
一
層
充
実
を
図
り
、

ま
た
住
民
の
意
向
の
吸
収
に
努
め
た

く
存
じ
ま
す
。

‘
財
産
管
理
費

二
、
五
八
八
万
一
千
円

登
記
事
務
費

一
五
二
万
二
千
円

昭
和
五
十
七
年
度
よ
り
町
に
登
記

事
務
嘱
託
員
を
設
置
し
、
旧
来
分
（

合
併
前
の
分
）
を
含
む
ほ
と
ん
ど
一

万
五
千
筆
の
未
登
記
の
解
消
を
計
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
以
後
は
、
発
生

の
都
度
登
記
事
務
を
完
済
し
て
お
り

ま
す
。防

災
行
政
無
線
施
設
設

置
事
業

二
七
九
万
円

集
中
豪
雨
、
豪
雪
、
洪
水
等
の
自

然
災
害
及
び
林
野
火
災
な
ど
に
対
処

し
、
地
域
住
民
の
避
難
、
応
援
、
防

災
、
鎮
圧
等
に
即
時
対
応
す
る
た
め

に
情
報
連
絡
の
強
化
を
図
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

■
企
画
費

五
三
六
万
三
千
円

行
政
調
査
委
員
会

五
〇
万
円

総
合
計
画
審
議
会

九
五
万
円

本
町
の
自
然
条
件
は
、
大
山
南
山

麓
に
位
置
し
、
蒜
山
高
原
に
揺
す
る

自
然
美
豊
か
に
水
資
源
に
も
恵
ま
れ
、

標
高
一
四
〇
m
か
ら
一
、
四
〇
〇
m

の
間
に
点
在
す
る
集
落
と
耕
地
、
山

林
、
原
野
、
河
川
、
道
路
、
線
路
各

種
施
設
な
ど
総
面
積
一
二
五
平
方
k
m
、

林
野
率
八
三
％
の
土
地
柄
で
あ
り
ま

す
。本

町
の
自
然
美
と
陰
陽
を
結
ぶ
交

通
ル
ー
ト
の
要
衝
に
あ
る
本
町
の
将

来
を
展
望
し
今
後
の
繁
栄
を
期
し
、

住
民
参
加
の
も
と
に
総
合
計
画
を
顎

定
し
、
低
成
長
下
の
経
済
社
会
の
価

値
感
の
変
り
つ
つ
あ
る
現
代
社
会
の

情
勢
を
踏
ま
え
て
、
産
業
振
興
と
地
域

開
発
の
施
策
を
進
め
、
人
間
性
豊
か

な
人
の
心
の
温
か
い
町
づ
く
り
を
模

策
し
、
計
画
を
確
立
い
た
し
た
く
存

じ
ま
す
。

｝
住
宅
団
地
調
査
費

一
〇
〇
万
円

米
子
経
済
圏
に
位
置
し
、
本
町
の

立
地
条
件
を
踏
ま
え
、
先
端
技
術
の

時
代
、
地
場
産
業
と
地
元
労
働
条
件

の
実
状
に
照
ら
し
、
適
合
す
る
工
場

誘
致
の
方
策
を
含
め
、
時
代
的
情
勢

に
備
え
、
町
民
の
住
宅
造
成
計
画
に

タ
イ
ア
ッ
プ
す
る
方
向
の
住
宅
団
地

造
成
に
つ
い
て
実
地
の
条
件
調
査
を

行
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

■
集
落
経
常
基
金

二
、
一
八
〇
万
円

こ
の
制
度
は
昭
和
五
十
五
年
俣
野

川
揚
水
発
電
に
よ
る
地
元
協
力
金
を

元
資
と
し
て
創
建
さ
れ
全
町
集
落
均

等
指
数
に
よ
り
、
集
落
の
自
主
的
経

営
、
福
祉
、
産
業
、
文
化
等
活
動
助

長
に
資
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
基

金
は
各
集
落
の
た
め
に
永
く
保
全
活

用
さ
れ
る
事
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

■
姉
妹
町
経
済
交
流
負
担
金

五
〇
万
円

両
町
は
山
と
海
の
自
然
と
産
業
の

相
対
性
を
持
っ
て
お
り
、
産
物
と
生

活
の
有
無
通
ず
る
経
済
交
流
を
模
索

し
、
両
町
の
生
産
団
体
及
び
商
業
機

構
を
通
じ
て
経
済
交
流
す
る
方
策
と

両
町
住
民
の
経
済
生
活
効
果
の
調
査

を
ど
、
両
町
の
事
務
レ
ベ
ル
の
企
画

委
員
会
を
発
足
さ
せ
、
そ
の
成
案
を

粗
材
と
し
た
行
政
交
渉
を
通
じ
て
、

両
町
の
合
意
点
を
得
た
い
と
存
じ
て

お
り
ま
す
。

●
江
尾
駅
無
人
化
対
策
費

三
四
六
万
九
千
円

前
年
度
に
引
続
き
江
尾
駅
に
は
経

験
者
を
配
置
し
町
内
外
旅
行
者
の
利

便
を
守
り
た
く
存
じ
ま
す
。

を
お
、
将
来
の
展
望
と
し
て
奥
大

山
の
観
光
開
発
並
び
に
都
市
と
農
村

の
交
流
促
進
の
施
策
推
進
の
見
地
か

ら
も
駅
用
務
の
か
た
わ
ら
、
駅
舎
活

用
を
通
じ
観
光
案
内
、
産
物
紹
介
、

交
通
案
内
、
商
工
按
興
を
ど
に
有
効

な
活
用
の
具
体
案
を
研
究
い
た
し
た

い
も
の
と
存
じ
ま
す
。
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生
活
路
線
を
維
持

報町府江

｝
過
疎
バ
ス
対
策

五
〇
八
万
五
千
円

生
活
路
線
を
維
持
す
る
た
め
に
維

持
負
担
金
を
覚
悟
す
る
の
は
当
然
で

す
が
、
現
今
の
マ
イ
カ
ー
の
普
及
は

益
々
定
期
バ
ス
の
維
持
が
困
雉
と
在

っ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
り
ま
す
。

通
学
、
婦
人
、
老
人
の
行
動
に
は

バ
ス
の
運
行
は
不
可
欠
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
バ
ス
は
企
業
経
営
上
維

持
費
助
成
無
く
し
て
は
成
立
し
得
を

く
を
っ
て
来
て
お
り
ま
す
。

本
町
に
お
き
ま
し
て
は
六
路
線
中

五
路
線
ま
で
国
の
過
疎
バ
ス
維
持
助

成
の
対
象
か
ら
脱
落
す
る
ほ
ど
利
用

者
が
激
減
し
て
来
て
お
り
ま
す
。

昭
和
六
十
年
度
に
お
い
て
本
町
が

こ
の
路
線
維
持
の
た
め
に
負
担
す
べ

き
維
持
負
担
金
は
一
二
、
八
〇
四
千

円
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
状
況
に
対
処
し
．
て
本
年
度
は

町
費
負
担
を
先
行
し
て
利
用
最
低
限

度
を
守
り
、
ま
た
運
行
回
数
を
減
少
、

合
理
化
す
る
な
ど
国
の
維
持
助
成
対

象
の
二
種
路
線
に
復
帰
の
方
策
を
図

り
、
昭
和
六
十
二
年
度
を
見
越
し
代

替
バ
ス
委
託
方
式
を
検
討
す
る
方
針

で
あ
り
ま
す
。

▲3路線が経費全額負担の過疎バス

■
電
源
地
域
産
業
育
成
支
援

事
業一

、
六
六
四
万
九
千
円

本
年
度
よ
り
通
商
産
業
省
に
お
い

て
実
施
さ
れ
る
本
政
策
は
、
全
国
の

大
型
電
源
立
地
の
市
町
村
の
産
業
育

成
と
支
援
事
業
が
目
途
と
さ
れ
て
お

り
、
本
町
と
し
て
は
こ
の
認
定
を
受

け
た
く
立
案
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

本
町
の
自
然
条
件
を
育
て
観
光
開

発
と
観
光
農
業
、
地
場
産
業
の
育
成

を
骨
子
に
、
商
業
の
振
興
、
工
場
の

誘
致
、
総
合
計
画
の
推
進
を
図
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

■
交
通
安
全
施
設
整
備
費

一
八
二
万
五
千
円

交
通
安
全
施
設
を
整
備
す
る
た
め

本
年
度
反
射
鏡
四
基
、
防
護
さ
く
一

ヶ
所
、
バ
ス
待
合
所
一
ヶ
所
、
改
造

一
ヶ
所
、
安
全
標
識
一
ヶ
所
を
そ
れ

ぞ
れ
実
施
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

■
中
国
電
力
俣
野
川
揚
水
発

電
運
開
記
念
事
業

二
五
〇
万
円

昭
和
四
十
九
年
調
査
工
事
着
工
、

昭
和
五
十
五
年
三
月
本
工
事
着
工
以

来
続
行
さ
れ
て
釆
ま
し
た
本
工
事
も

い
よ
い
よ
本
年
十
月
第
一
号
機
の
運

転
を
見
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ

を
記
念
し
、
中
電
当
局
の
記
念
行
事

に
併
せ
本
町
に
お
い
て
も
記
念
の
行

事
を
行
い
、
更
に
湖
岸
に
記
念
植
樹

に
よ
る
並
木
道
造
成
を
行
い
た
く
存

じ
ま
す
。

●
運
動
公
園
管
理
費

一
、
五
二
二
万
九
千
円

体
育
館
電
気
料

基
本
料
金
　
二
、
四
〇
〇
千
円

使
用
電
気
料
　
　
　
四
五
六
千
円

グ
ラ
ン
ド
電
気
料

基
本
料
金
　
一
、
八
六
〇
円

使
用
電
気
料
　
　
　
七
五
八
千
円

こ
れ
に
対
し
ま
し
て
使
用
電
気
料

は
使
用
者
負
担
方
式
を
原
則
と
し
、

基
本
料
金
は
全
額
町
負
担
で
運
営
す

る
方
式
を
と
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

基
本
料
金
の
総
額
は
四
、
二
六
〇
千

円
の
見
込
と
在
り
ま
す
が
、
こ
れ
に

対
す
る
財
政
負
担
を
見
越
し
、
昭
和

五
十
九
年
度
に
運
動
公
園
運
営
基
金

五
〇
、
〇
〇
〇
千
円
を
創
設
し
て
預

託
し
、
運
用
益
二
、
五
〇
〇
千
円
を

充
当
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
本
年

▲昭和60年度事業で完成した水泳プール

度
よ
り
使
用
す
る
水
泳
プ
ー
ル
の
電

気
料
に
つ
き
ま
し
て
は
基
本
料
金
は

体
育
館
と
共
通
と
し
、
使
用
電
気
料

は
一
〇
七
千
円
と
見
込
ん
で
お
り
ま

す
。運

動
公
園
の
施
設
は
六
十
年
度
で

基
本
施
設
が
整
い
ま
す
の
で
、
本
年

度
よ
り
運
動
公
園
の
運
営
管
理
を
教

育
委
員
会
で
行
う
よ
う
移
管
の
方
針

で
あ
り
ま
す
。

真
に
明
る
い
社
会
を
建
設

■
同
和
対
策
事
業
費

一
億
五
、
九
四
六
万
五
千
円

環
境
福
祉
対
策

四
、
四
一
〇
万
二
千
円

内
　
訳

下
水
排
水
路
改
修
工
事
費
　
　
　
七
一
七
千
円

墓
地
道
路
改
良
工
事
費

葬
儀
場
整
備
工
事
費

二
、
宝
〇
千
円

二
、
0
0
〇
千
円

Soumu
四角形

Soumu
四角形



昭和61年5月31日発行－（6）

上
中
江
尾
橋
取
合
改
良
工
事

自
動
車
特
別
訓
練
費

明
　
通
　
児
　
童
　
館
　
資

生
活
相
談
員
設
置
費

同
和
教
育
推
進
協
議
会
費

地
場
産
業
研
究
調
査
費

同
和
対
策
研
修
育
成
貨

同

和

対

策

負

担

金

高
校
大
学
進
学
奨
励
金

就
職
支
度
金
補
助
金

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業

≡
書
千
円

三
口
千
円

ヨ
二
号
千
円

二
、
三
二
千
円

一
、
〇
八
〇
千
円

岩
〇
千
円

「
四
〇
〇
千
円

二
五
千
円

二
元
千
円

六
〇
千
円

一
七
、
四
実
千
円

内
　
訳

同
　
和
　
教
　
育
　
費
　
二
、
九
胃
千
円

同
和
教
育
集
会
所
貨
　
一
、
五
究
千
円

同
和
教
育
を
ま
す
ま
す
推
進
充
実

し
て
社
会
全
体
が
学
習
に
参
加
し
、

ま
ず
自
分
自
身
の
意
識
改
革
か
ら
皆

ん
な
で
実
践
活
動
に
入
る
心
構
え
で

学
習
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

地
域
改
善
対
策
特
別
措
置
法
も
昭

和
六
十
二
年
三
月
を
も
っ
て
時
限
と

を
り
ま
す
の
で
、
基
本
法
の
制
定
を

実
現
し
、
対
策
事
業
を
推
進
し
真
に

明
る
い
社
会
の
建
設
を
期
す
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

内
　
訳

老
人
福
祉
明
徳
学
園

老
人
学
級
明
徳
学
淘

、
八
五
八
千
円

、
一
八
八
千
円

身
体
障
害
の
苦
痛
や
母
子
、
父
子

の
人
生
上
の
苦
痛
を
理
解
し
合
う
社

会
の
啓
発
に
つ
と
め
た
く
存
じ
ま
す
。

心
の
通
い
合
う
福
祉
社
会
を

報町府江

農
林
業
対
策

一
億
〇
六
三
八
万
一
千
円

闇
〓
臣

内
　
訳

は
　
場
整
備
工
事
費

暗

渠

排

水

工

事

貨

農

道

新

設

工

事

費

農
道
舗
装
　
工
事
費

共
同
利
用
農
機
具
購
入
貿

林
道
舗
装
　
工
事
費

経
営
改
善
資
金
利
子
補
助
金

近
代
化
資
金
利
子
補
助
金

一
六
、
六
書
千
円

一
〇
、
六
四
五
千
円

責
、
六
〇
七
千
円

二
三
、
一
〇
五
千
円

三
、
二
六
〇
千
円

六
、
宅
七
千
円

三
仝
千
円

四
八
千
円

一
億
四
、
九
三
五
万
九
千
円

商
工
業
対
策

四
四
六
万
九
千
円

内
　
訳

同
和
小
口
融
資
利
子
補
助
金
　
　
　
契
九
千
円

層
仙
中
小
企
業
特
馨
付
事
業
　
四
、
0
0
ロ
千
円

教
育
対
策

四
五
一
万
三
千
円

▲ゲートボールで健康づくり

‘
社
会
福
祉
基
金

二
五
〇
万
円

本
基
金
は
昭
和
三
十
七
年
に
創
設

し
て
以
来
全
町
の
善
意
と
親
切
で
積

み
上
げ
ら
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

本
年
予
算
を
も
っ
て
二
、
五
〇
〇
千

円
を
積
立
て
三
三
、
〇
〇
〇
千
円
の

基
金
が
造
成
さ
れ
る
こ
と
に
を
り
ま

し
た
。こ

の
基
金
の
運
用
益
（
預
金
利
子
）

一
、
七
〇
〇
千
円
は
本
会
計
を
通
じ

て
法
外
援
護
の
福
祉
対
策
に
充
て
、

私
は
福
祉
は
隣
組
か
ら
を
原
点
と
し

て
政
策
福
祉
と
心
の
福
祉
の
融
合
す

る
福
祉
社
会
の
育
成
に
つ
と
め
た
く

存
じ
ま
す
。

■
老
人
福
祉
費

二
、
七
五
七
万
一
千
円

明
徳
学
園三

〇
四
万
六
千
円

老
人
福
祉
と
老
人
学
級
を
吻
合
さ

せ
何
人
も
老
境
に
至
っ
た
時
、
ま
ず

自
分
自
身
の
健
康
を
守
る
こ
と
を
第

一
義
と
し
、
人
生
観
に
希
望
と
活
力

と
若
さ
を
取
り
戻
し
、
生
涯
教
育
を

体
得
す
る
た
め
の
明
徳
学
園
で
あ
り

ま
す
。
町
は
明
徳
学
園
む
充
実
し
、

郷
土
の
先
達
の
健
康
と
希
望
の
人
生

を
守
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
念
願
は
本
町
永
遠
の
も
の
で

な
く
て
は
在
ら
な
い
と
存
じ
ま
す
。

t
心
身
障
害
者
福
祉
・
母
子

父
f
福
祉

二
、
三
二
八
千
円

本
町
の
勤
労
所
得
生
活
者
は
常
勤

者
（
源
泉
徴
収
票
所
持
者
）
二
、
一

〇
〇
人
前
後
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
の

生
活
条
件
の
向
上
と
健
康
管
理
の
増

進
の
た
め
労
働
行
政
の
充
実
を
図
り

た
く
念
願
す
る
処
で
あ
り
ま
す
。

9，119万2千円

健康まつりを開催

衛
生
は
、
自
治
行
政
の
極
め
て
重

要
を
行
政
で
あ
り
ま
す
の
で
一
層
に

努
力
を
い
た
し
た
く
存
じ
ま
す
。

本
町
は
町
民
健
康
ま
つ
り
大
会
な

ど
行
事
も
工
夫
し
、
健
康
思
想
の
啓

発
、
衛
生
意
識
の
普
及
徹
底
に
努
め
、

健
康
管
理
と
予
防
対
策
の
徹
底
を
期

し
検
診
率
の
向
上
を
図
り
た
く
存
じ

ま
す
。

■
し
尿
処
理
費

三
二
、
七
六
万
六
千
円

塵
芥
処
理
費

一
、
七
八
五
万
二
千
円

日
野
町
－
江
府
町
・
日
南
町
衛
生
施

設
組
合
の
本
年
度
予
算
額
は
一
〇
二
、

〇
〇
〇
千
円
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
れ

Soumu
四角形
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に
対
し
本
町
の
負
担
額
は
三
二
、
七

六
六
千
円
で
あ
り
ま
す
。

過
去
一
ヶ
年
の
利
用
実
績
は
全
体

で
三
、
一
〇
一
台
、
内
本
町
利
用
実

績
は
一
、
〇
六
五
台
で
あ
り
ま
す
。

■
上
水
道
費

四
九
三
万
九
千
円

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
へ
繰
出

す
平
常
年
度
分
は
四
、
二
五
八
千
円

で
あ
り
ま
す
。

本
町
の
水
道
の
普
及
率
は
九
九
・

五
％
が
現
状
で
あ
り
ま
す
が
、
し
か

し
既
設
水
道
の
老
朽
化
も
目
立
つ
地

区
も
あ
り
ま
す
の
で
、
関
係
地
区
に

対
し
行
政
指
導
を
行
っ
て
い
く
方
針

で
あ
り
ま
す
。

農　業　費

3億3，652万7千円

農
業
の
新
時
代
化
と

高
度
先
端
技
術
の
時
代
に
対
処

避
水
庫
圏

四
億
三
、
五
〇
四
万
六
千
円

▲標高500m以上の高冷地に広がる大根畑

■
農
業
総
務
費

二
、
五
四
四
万
一
千
円

農
業
の
新
時
代
化
と
高
度
の
先
端

技
術
の
時
代
と
在
り
、
バ
イ
テ
ク
を

導
入
し
た
新
農
業
は
、
好
む
と
否
と

に
か
か
わ
ら
ず
も
う
や
っ
て
来
て
お

り
ま
す
。
今
後
こ
れ
に
対
応
晴
用
の

準
備
が
急
が
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

江
府
町
は
総
面
積
一
二
五
平
方
血

で
あ
り
ま
す
が
、
林
野
率
は
八
三
％

で
あ
り
ま
す
の
で
一
〇
、
三
〇
〇
加

が
山
林
原
野
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
内

標
高
五
〇
〇
m
以
上
の
高
原
に
あ
り

ま
し
て
は
、
高
冷
地
野
菜
団
地
と
し

て
大
い
に
活
用
し
て
い
る
事
は
、
自

然
条
件
を
高
度
に
農
業
開
発
し
て
い

る
も
の
で
あ
り
、
今
後
も
一
層
育
成

し
て
ま
い
り
た
く
存
じ
て
お
り
ま
す
。

水
田
利
用
再
編
対
策
に
つ
い
て
は

昭
和
六
十
一
年
度
の
本
町
面
積
は
一

〇
六
・
〇
加
で
あ
り
ま
し
て
、
売
渡

限
度
数
量
は
五
二
、
二
五
九
袋
と
そ

っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
限
度
数
量
は

昨
年
に
対
比
し
ま
す
と
一
〇
〇
・
五

％
と
在
り
二
九
五
袋
の
増
で
あ
り
ま

す
。な

お
、
他
用
途
米
予
定
数
量
は
九

二
一
袋
で
あ
り
、
こ
れ
を
前
年
に
対
比

し
ま
す
と
八
四
・
八
％
で
あ
り
ま
す
。

‘
農
業
振
興
費

三
九
四
万
四
千
円

内
　
訳

野
菜
生
産
団
地
対
策
費
　
　
　
「
二
〇
一
手
円

誤
醇
畜
墓
地
慧
　
二
五
、
五
三
千
円

和
牛
集
団
産
地
推
進
助
成
　
　
　
二
g
千
円

肉
用
牛
放
牧
対
策
助
成
　
　
　
　
六
九
二
千
円

肉
闘
牛
放
牧
一
貫
モ
デ
ル
事
業
　
四
九
五
千
円

和
牛
農
家
が
減
少
し
、
県
下
に
お

い
て
も
因
伯
牛
の
大
減
少
を
き
た
し

て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
の
振
興
を
図

る
こ
と
は
、
中
山
間
地
帯
に
と
っ
て

極
め
て
重
要
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

私
は
か
ね
て
よ
り
、
和
牛
の
復
興

振
興
方
策
は
長
期
放
牧
方
式
を
実
施

す
る
こ
と
を
第
一
義
と
主
張
し
て
き

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
長
期

放
牧
と
は
五
月
よ
り
十
一
月
上
旬
迄

放
牧
す
る
事
を
い
っ
て
い
る
の
で
あ

り
ま
す
。

し
か
し
を
が
ら
放
牧
に
も
問
題
点

が
無
い
訳
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

第
一
は
死
廃
補
償
の
問
題
で
あ
り
ま

す
。
本
町
は
す
で
に
死
廃
発
生
の
時

は
家
畜
共
済
の
残
額
を
全
額
補
償
す

る
制
度
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
そ

の
第
二
は
牧
野
に
よ
る
病
虫
害
で
あ

り
ま
す
。

▲昭和59、60年で行われた
粟局地区農人和牛の村づくり事業

衛
生
管
理
は
県
の
家
畜
保
健
所
、

共
済
連
を
ど
公
営
的
に
援
助
を
加
え
、

更
に
本
年
は
爪
菜
沢
牧
野
に
山
焼
を

条
件
に
高
率
助
成
し
、
牧
野
の
病
虫

駆
除
と
草
生
改
良
を
図
り
た
く
計
画

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
冬
季
舎
飼
用
乾
草
造
成
、

牧
野
改
良
、
衛
生
対
策
な
ど
充
実
し

長
期
放
牧
に
よ
り
一
、
二
頭
農
家
の

創
設
を
推
進
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

酪
農
経
営
に
つ
き
ま
し
て
も
完
全

舎
餌
か
ら
一
歩
前
進
し
て
里
山
放
牧
、

搾
乳
、
草
地
造
成
、
乳
岳
輸
送
、
ヘ

ル
パ
ー
シ
ス
テ
ム
並
び
に
生
乳
の
地

域
利
用
の
方
策
を
ど
に
つ
い
て
の
開

発
は
基
本
の
問
題
と
存
じ
ま
す
。

更
に
、
堆
子
牛
の
共
同
肥
育
の
問

題
は
古
く
て
新
し
い
課
題
で
あ
り
、

町
、
酪
連
、
農
協
に
お
い
て
も
検
討

に
入
り
対
処
す
べ
き
も
の
と
存
じ
ま

す
。

Soumu
四角形
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『
公
社
営
畜
産
基
地
建
設

（
離
齢
業
開
発
公
社
）

江
府
町
実
施
期
間

昭
和
六
十
一
年
～

昭
和
六
十
三
年
度

臣事丁田府江

こ
れ
は
、
町
と
公
社
と
事
業
実
施

委
託
契
約
に
よ
り
実
施
す
る
事
業
で

あ
り
ま
す
。

す
で
に
日
南
町
で
事
業
が
開
始
さ

れ
、
日
野
町
、
江
府
町
、
溝
口
町
も

参
加
し
、
日
野
郡
全
地
域
に
和
牛
、

乳
牛
等
畜
産
施
設
整
備
を
実
施
し
、

畜
産
経
営
の
規
模
拡
大
、
資
質
の
向

上
を
図
り
、
畜
産
主
産
地
づ
く
り
を

目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
六
十
一
年
度
計
画

事
業
費

二
、
五
五
七
万
一
千
円

内
　
訳

畜
　
　
舎
　
　
四
棟
　
　
天
、
宝
〇
千
円

農
機
具
導
入
（
堆
肥
散
布
機
）
一
、
八
≡
千
円

工
　
事
　
雑
　
費
　
　
　
　
　
四
、
宍
口
千
円

附
帯
事
務
費
　
　
　
　
　
　
三
四
一
千
円

旺日日

9，851万9千円

山
林
活
用
方
策
を

研
究
改
善

林
業
総
務
費

八
〇
七
万
七
千
円

町
行
造
林
費

四
、
五
五
八
万
二
千
円

昭
和
三
十
七
年
度
か
ら
町
行
、
集

落
分
収
造
林
を
毎
年
継
続
し
て
実
施

農 林 関 係 の 主 な 事 業

事　　 業　　 名 事　業 費 （千円）

・土 地 改 良 事 業 費 2 8 ，0 5 0

・は 場 整 備 事 業 費 3 5 ，4 1 8

美用乗尾地区暗渠排水畑地造成

・農村基盤総合整備事業 2 7 ，4 1 5
俣野地区及び三平地区

（助沢、下蚊屋）農道舗装

日南山水蕗　 沢農道舗装

・県営は場整備事業費 1 6 ，6 2 5

下蚊屋地区は場整備（畑地）

・農業構造改善事業費 1 9 、5 7 8
貝田地区暗渠排水

新井手改修

・山村振興対策事業費 1 1 ，6 9 8
荒田豆ケ原農道舗装
大河原下井手改良

・地域農政対策事業費 2 ，2 1 5

・同 和 対 策 事 業 費 1 0 6 ，3 8 1

舟谷地区暗渠排水、舟

谷農道舗装、久郡谷林

道舗装、経営改善事業

・自然休養村対策事業 4 ，9 0 2

・都市と農村交流事業 2 ，3 0 0

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
林

野
率
八
三
％
の
本
町
の
土
地
条
件
の

命
ず
る
政
策
と
し
て
進
め
て
い
る
わ

け
で
あ
り
ま
す
。

本
年
度
に
お
い
て
も
一
五
加
を
町

行
新
楯
の
計
画
で
あ
り
ま
す
が
、
本

年
度
末
で
町
行
分
収
、
公
団
分
収
、

県
行
分
収
を
合
わ
せ
、
本
町
の
公
営

造
林
施
業
の
総
面
積
は
一
、
二
〇
七

加
と
な
り
ま
す
。
こ
の
他
に
町
内
民

有
造
林
施
業
を
合
わ
せ
ま
す
と
一
、

〇
二
〇
加
の
施
業
を
町
内
全
造
林
農

家
と
森
林
組
合
の
協
力
に
よ
っ
て
成

し
遂
げ
ら
れ
て
お
り
、
本
町
の
公
営

民
有
の
造
林
施
業
は
、
合
計
二
、
二

二
七
加
の
施
業
実
施
を
行
っ
て
い
る

の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
山
国
江
府
町
の
住

民
意
識
と
し
て
、
目
先
の
経
済
指
数

に
と
ら
わ
れ
ず
、
ま
た
今
日
的
木
材

価
格
の
低
迷
の
み
に
惑
わ
ず
、
し
か

し
、
「
息
切
れ
」
の
し
な
い
よ
う
自
分

に
合
っ
た
方
式
で
、
楽
し
み
を
が
ら

根
気
よ
く
続
け
ら
れ
て
来
て
お
り
ま

す
。

「
木
は
植
え
て
お
け
ば
寝
た
間
も

育
つ
」
と
言
う
、
山
に
住
む
者
の
人

生
観
は
森
林
造
成
と
そ
の
経
営
の
原

点
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
出
発
す
る
も

の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

た
だ
、
こ
れ
か
ら
の
森
林
造
成
は
、

杉
、
桧
の
一
辺
倒
に
限
ら
ず
杉
、
桧

を
基
盤
林
と
し
な
が
ら
桧
の
虫
害
、

病
理
対
策
と
共
に
閥
葉
木
、
特
殊
木
、

棒
、
山
桜
、
用
材
乗
、
朴
、
ア
ス
ナ

ロ
、
キ
ワ
ダ
、
漆
な
ど
、
其
の
他
地

生
の
観
賞
花
木
な
ど
を
含
め
、
収
穫

サ
イ
ク
ル
と
林
地
経
営
の
立
体
性
な

ど
混
合
林
は
山
の
自
然
か
ら
も
、
こ

れ
か
ら
の
森
林
造
成
の
近
代
形
態
で

あ
る
と
も
思
考
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

従
っ
て
、
町
の
林
業
行
政
と
い
た

し
ま
し
て
は
、
公
営
、
民
有
に
か
か

わ
ら
ず
林
地
活
用
方
策
、
造
林
施
業

の
形
態
、
樹
種
混
合
方
式
、
林
産
振

興
方
策
な
ど
研
究
見
直
し
を
ど
対
処

い
た
し
た
く
存
じ
ま
す
。

町
行
造
林
に
つ
い
て
は
、
今
後
特

に
全
林
分
の
育
成
と
管
理
に
一
層
重

点
的
に
努
力
い
た
し
、
民
有
造
林
に

対
し
ま
し
て
も
同
様
奨
励
し
て
ま
い

り
た
く
存
じ
ま
す
。

至葬∈空
冠㌧東雲滅亡
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■
林
業
労
務
者
の
技
術
養
成

と
保
併
制
度
の
強
化

林
業
労
務
共
済
の
充
実
に
協
力
し
、

組
織
労
務
班
の
育
成
と
技
術
の
向
上

を
期
し
て
ま
い
り
ま
す
。

林
業
労
務
者
共
済
事
業
負
担
金
　
　
六
七
千
円

組
織
労
務
班
育
成
補
助
金
負
拍
金
　
宝
四
千
円

森
林
適
正
管
理
対
策
事
業
費
　
四
二
、
二
五
千
円

一
蛸
瞞
冊
冊
緋
…
緋
澗
潮

報
　
ろ
で
あ
り
ま
す
。

町府江

同
日

五
、
二
〇
三
万
八
千
円

経
済
不
況
の
状
況
下
に
経
営
見
直

し
と
体
質
改
善
に
つ
い
て
、
真
剣
に

取
り
組
ま
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

ま
ず
、
商
工
会
の
育
成
を
図
り
、

指
導
性
を
強
化
し
、
制
度
金
融
の
活

用
と
同
時
に
指
導
金
融
を
充
実
し
て

計
画
経
営
の
実
行
を
図
る
べ
き
も
の

と
存
じ
ま
す
。
本
町
に
お
き
ま
し
て

は
、
昭
和
四
十
九
年
六
月
俣
野
川
揚

水
発
電
調
査
工
事
以
来
十
年
間
に
わ

た
っ
て
工
事
が
続
行
さ
れ
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
本
年
十
月
第
一
号
機
の

運
転
開
始
を
も
っ
て
工
事
は
完
了
す

る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
農
用
ダ
ム
工
事
並

び
に
横
断
道
路
工
事
も
現
在
集
約
折

渉
が
行
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
二
つ
の
大
工
事
が
六
、
七
年
間
以

上
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
こ
れ
も
同
じ
く
本
町
住
民
経

済
と
町
内
業
界
の
活
性
化
の
大
い
な

る
力
と
な
る
も
の
で
あ
り
ま
す
の
で
、

周
到
な
る
準
備
の
も
と
に
対
応
し
、

地
元
住
民
経
済
並
び
に
業
界
活
性
化

の
た
め
に
も
努
力
い
た
し
た
い
も
の

と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

商
工
会
活
動
補
助
費

一
六
〇
万
円

制
度
金
融
対
策

一
億
二
、
九
〇
〇
万
円

内
　
訳

中
小
企
業
小
口
融
資
貸
付
金
　
　
九
〇
、
喜
〇
千
円

店
舗
改
善
資
金
貸
付
金
　
　
一
五
、
g
〇
千
円

同
和
中
小
企
業
特
別
融
資
貸
付
金
言
3
g
千
円

く
べ
き
も
の
と
確

信
し
て
お
り
ま
す
。

自
然
そ
の
も
の

が
本
町
の
観
光
資

源
で
あ
り
、
し
か

も
本
町
の
観
光
は

産
業
の
大
い
な
る

柱
で
あ
り
ま
す
。

本
町
は
、
奥
大
山

全
域
に
わ
た
っ
て

町
外
の
資
本
攻
勢

に
よ
る
施
設
開
発

は
受
け
付
け
て
お

り
ま
せ
ん
。
そ
れ

▲甘酒茶屋一帯

1，448万5千円

高冷地の

自然条件を活用

本
町
の
観
光
行
政
の
基
本
は
、
自

然
保
護
を
第
一
義
と
し
て
守
っ
て
い

は
、
開
発
は
地
元
住
民
の
手
に
よ
る

農
山
村
的
開
発
の
主
体
を
守
ろ
う
と

す
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

す
な
わ
ち
農
業
構
造
改
善
事
業
、

大
規
模
草
地
造
成
事
業
、
放
牧
団
地

造
成
事
業
、
高
冷
地
野
菜
団
地
事
業
、

自
然
休
養
村
事
業
、
さ
ら
に
電
源
地

域
産
業
育
成
支
援
事
業
を
ど
、
す
べ

て
地
元
住
民
の
手
に
よ
る
観
光
農
業

を
基
本
と
し
て
地
域
開
発
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

森
林
造
成
も
森
林
の
持
つ
治
山
治

水
の
公
益
性
と
、
資
源
造
成
の
施
業

と
し
て
造
林
を
続
行
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

近
代
社
会
の
観
光
は
、
自
然
の
風

光
の
も
と
に
歴
史
、
文
化
を
尋
ね
、

そ
の
土
地
柄
の
風
俗
、
）
人
情
に
ふ
れ
、

産
物
を
求
め
、
し
か
も
近
代
科
学
と

文
化
施
設
を
見
聞
し
、
活
用
し
、
さ

ら
に
は
ス
ポ
ー
ツ
に
参
加
す
る
と
い

奥大山国民宿舎
甘酒茶屋経営専業

レクリェーション

施設を充実

識
と
と
も
に
利
用
増
加
を
目
途
と
し

て
、
適
切
に
対
処
し
て
ま
い
り
た
く

存
じ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
さ
ら
に

駐
車
場
の
拡
張
整
備
が
急
務
と
存
じ

て
お
り
ま
す
。

今
後
の
営
業
振
興
方
策
と
し
て
は
、

ま
ず
ス
キ
ー
誘
致
を
始
め
、
新
緑
、

夏
山
、
紅
葉
の
四
季
を
通
じ
て
自
然

観
光
と
レ
ク
リ
エ
ー
ソ
ヨ
ン
、
野
外

学
級
、
野
外
ス
ポ
ー
ツ
、
野
点
会
、

写
生
会
、
キ
ャ
ン
プ
基
地
な
ど
、
近

代
社
会
の
多
様
な
観
光
需
要
の
受
入

態
勢
を
用
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
な
お
、
観
光
道
路
通
過
の
マ
イ

カ
ー
旅
行
者
の
一
時
間
休
憩
な
ど
観

光
客
対
応
の
施
設
充
実
を
図
り
た
く

存
じ
ま
す
。

そ
の
一
案
は
、
自
然
博
物
館
、
自

然
植
物
園
、
遊
歩
道
コ
ー
ス
の
新
設

そ
の
二
葉
は
、
山
の
中
動
物
園
の

設
置そ

の
三
案
は
、
子
供
遊
具
の
丘

を
ど
新
設
充
実
に
つ
い
て
研
究
対
処

い
た
し
た
く
存
じ
ま
す
。

て
鳥
目
㍍
用
益
網
顔
幣

国
民
宿
舎
甘
酒
茶
屋
の
利
用
実
績

は
、
ス
キ
ー
リ
フ
ト
の
設
置
と
と
も

に
利
用
が
進
展
し
、
さ
ら
に
自
然
観

光
の
観
光
需
要
も
増
え
、
今
後
自
然

と
ス
ポ
ー
ツ
と
体
験
観
光
の
時
代
意

を
建
設
致
し
ま
し
た
こ
と
は
、
今
後

一
〇
〇
人
単
位
の
旅
行
チ
ー
ム
の
同

時
食
事
が
一
ヶ
所
、
六
、
七
〇
人
程

度
二
ヶ
所
、
他
に
大
広
間
が
六
四
畳

と
を
り
ま
し
た
の
で
今
後
運
用
に
工

夫
し
、
大
い
に
活
用
い
た
し
た
く
存

じ
て
お
り
ま
す
。
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う
よ
う
に
多
様
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
対
処
す
る
本
町
の
観
光
方
策

と
し
て
は
、
ま
ず
奥
大
山
の
大
自
然

環
境
の
も
と
に
甘
酒
茶
屋
並
び
に
鏡

ケ
成
休
暇
村
を
拠
点
と
し
て
、
新
緑
、

登
山
、
紅
葉
、
ス
キ
ー
の
四
季
を
通

じ
て
奥
大
山
の
自
然
を
広
く
天
下
に

紹
介
し
、
合
わ
せ
て
古
戦
場
江
美
城

の
歴
史
と
、
永
禄
年
間
の
城
下
町
江

尾
と
十
七
夜
物
語
、
有
形
、
無
形
の

文
化
財
、
西
日
本
随
一
の
俣
野
川
揚

水
発
電
所
、
町
立
運
動
公
園
、
ま
た

大
山
と
烏
連
峯
を
仰
げ
ば
山
毛
棒
の

樹
海
に
沈
む
渓
流
の
音
、
広
々
と
続

く
芝
野
高
原
を
ど
風
光
は
雄
大
に
し

て
明
媚
で
あ
り
ま
す
。
し
か
も
近
代

科
学
、
文
化
、
民
俗
、
ス
ポ
ー
ツ
等

を
も
含
め
、
観
光
行
政
は
あ
わ
て
る
こ

と
な
く
ど
こ
ま
で
も
自
然
を
守
り
、

し
か
も
高
冷
地
と
い
う
自
然
の
条
件

に
順
応
し
、
か
え
っ
て
こ
れ
を
措
用

し
開
発
す
る
な
ど
、
誠
実
に
自
然
を

生
か
し
、
近
代
観
光
需
要
の
本
命
に

対
処
す
べ
き
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

報丁田府江

二
億
〇
六
四
二
万
四
千
円

内
　
訳

第199号

道
路
橋
梁
総
務
費
二
『
四
五
九
千
円

道
　
路
　
維
　
持
　
費
　
二
、
七
七
〇
千
円

道
路
新
設
改
良
費
二
三
一
至
千
円

交
通
安
全
施
設
整
備
費
一
、
八
二
五
千
円

中
国
横
断
道
路
対
策
費
二
九
、
八
一
六
千
円

建
設
機
械
整
備
事
業
費
二
一
、
三
宅
千
円

公
　
営
住
宅
管
理
　
　
三
五
千
円

町
道
俣
野
宮
市
線
及
び
久
連
洲
河

崎
線
の
早
期
完
成
を
め
ざ
し
本
年
も

継
続
施
工
い
た
し
ま
す
。

道
路
維
持
に
つ
き
ま
し
て
は
舗
装

の
損
傷
個
所
を
補
修
い
た
し
ま
す
。

中
国
横
断
道
関
連
と
い
た
し
ま
し

砲＝臣

1億4，761万7千円

体力育成・人問形成

の基礎教育を

索 道 運 営 事 業

収　 入

事　 業　 収　 益 57，848千円
営　 業　 収　 益 57，268千円
営 業 外 収 益 580千円

盛 ▲≡≡費用57脚

営　 業　 費　 用 39 ．789千 円

営 業 外 費 用 10 ，704千 円

予　　 備　　 費 7、355 千円

前 年 度 の 利 用 実 績 を踏 ま え 、 本 年 度 に

お き ま し て は 、 リ フ ト利 用 者 延 28 5 ，0 00

人 を 対 象 に 事 業 計 画 を 立 案 い た し ま し た 。

貸 ス キ ー に つ き ま し て は 、 貸 出 回 数 4 ，

0 0 0 ［司 を 見 込 み 計 上 い た し ま した 。

て
、
路
面
排
水
工
事
の
一
部
を
公
団

の
委
託
に
よ
り
着
手
い
た
し
ま
す
。

除
雪
対
策
と
い
た
し
ま
し
て
、
現

在
所
有
の
ロ
ー
タ
リ
除
雪
車
が
老
朽

化
し
て
き
ま
し
た
の
で
更
新
を
計
画

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

公社　中　小教
内
　
訳

育
　
総

学学
会
　
救

民

務
　
費

校

　

費

校

　

費

育
　
費

館

　

費

文
化
保
護
歴
史
資
料
館
費

明

　

徳

　

学

　

園

天
、
呂
二
千
円

四
二
、
三
塁
千
円

一
六
、
天
四
千
円

八
、
七
一
八
千
円

九
、
二
三
五
千
円

「
八
雲
千
円

「
一
八
八
千
円

福
祉
明
徳
学
園
（
「
八
宍
千
円
）

同
　
和
　
教
　
育
　
費
　
二
、
九
四
四
千
円

同
和
教
育
集
会
所
費
　
「
票
九
千
円

小
中
学
校
の
義
務
教
育
課
程
に
お

け
る
教
育
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

教
育
委
員
会
に
お
い
て
懸
命
に
努
力

が
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
が
、
近
年
の
経
済
社
会
の
環
境
は
、

義
務
教
育
該
当
年
次
の
生
徒
児
童
を

も
巻
き
込
ん
で
い
く
現
状
で
あ
り
ま

す
。そ

れ
は
、
経
済
社
会
の
実
状
か
ら

受
け
る
影
響
は
当
然
で
あ
り
ま
す
が
、

し
か
し
、
純
心
無
垢
の
生
徒
児
童
の

受
け
る
影
響
度
は
深
刻
で
あ
り
ま
す
。

更
に
は
家
庭
に
も
、
学
校
の
環
境
に

ま
で
も
侵
入
し
て
く
る
わ
け
で
あ
り

ま
す
。

今
や
生
徒
児
童
の
社
会
に
も
悲
惨

を
悲
劇
が
頻
発
し
て
お
り
ま
す
。
し

か
し
決
し
て
対
岸
の
火
事
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
実
情
は
極
め
て
悲
し

い
極
め
て
憂
慮
す
べ
き
事
態
で
あ
り

ま
す
。義

務
教
育
の
課
程
の
年
次
は
、
ま

ず
体
力
育
成
の
基
礎
教
育
で
あ
り
、

人
間
形
成
の
基
礎
学
習
で
あ
り
、
能

力
練
成
で
あ
り
、
知
学
修
得
の
場
で

あ
り
ま
す
。
家
庭
も
学
校
も
特
に
社

会
も
物
質
以
前
の
自
覚
に
立
ち
、
勤

労
の
汗
の
肌
に
し
っ
か
り
と
子
供
を

抱
き
育
て
る
心
構
え
を
も
っ
て
、
最

大
の
努
力
と
責
任
を
果
た
さ
ね
ば
と

反
省
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
近

年
小
中
学
校
の
生
徒
児
童
の
減
少
が

目
立
ち
、
小
中
学
校
と
も
に
そ
の
規

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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模
の
縮
小
も
余
儀
な
き
状
態
で
あ
り

ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
山
地
の
自
然
豊

か
な
環
境
は
、
義
務
教
育
年
次
の
体

育
、
知
教
、
徳
育
の
最
良
の
環
境
と

存
じ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
を
初
等
の
全
教
育
の
上
に
生

か
し
、
教
育
委
員
会
始
め
町
政
に
お

い
て
も
最
大
の
努
力
を
致
さ
ね
ば
と

存
じ
て
お
り
ま
す
。

P
R

童
T

TM
P府江

＼凛
▲体力づくりも基礎教育の1つ

（山陰少年テニス大会）

社
会
教
育

現
代
の
社
会
教
育
は
、
被
教
育
者

と
指
導
者
の
意
識
で
は
を
く
、
社
会

自
体
が
横
溢
す
る
教
育
意
識
を
持
つ

こ
と
を
理
想
と
し
て
互
い
に
努
力
い
た

し
た
い
も
の
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

互
い
に
学
習
し
合
い
、
励
ま
し
合

い
、
諌
め
合
う
人
間
関
係
が
育
つ
こ

と
が
基
盤
で
あ
り
ま
す
。
社
会
教
育

が
自
然
に
育
つ
環
境
を
仮
想
す
る
と

す
れ
ば
、
そ
れ
は
打
て
ば
響
く
人
間

関
係
の
輪
の
ひ
ろ
が
り
か
ら
と
存
じ

ま
す
。

現
代
社
会
の
実
相
に
対
し
、
社
会

人
と
し
て
正
し
く
こ
れ
に
対
処
す
る

学
習
の
輪
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
、

社
会
教
育
の
大
い
在
る
分
野
で
あ
り

ま
し
ょ
う
。
そ
の
学
習
に
参
加
す
る

そ
の
こ
と
自
体
が
社
会
教
育
と
存
じ

ま
す
。

本
町
に
お
い
て
も
こ
の
社
会
教
育

に
参
加
し
、
自
己
学
習
を
深
め
つ
つ
、

ま
た
学
習
の
輪
を
広
め
つ
つ
、
そ
し

て
団
体
運
営
に
最
大
の
努
力
を
続
け

て
い
る
婦
人
会
、
青
年
団
を
は
じ
め

全
町
地
域
、
職
員
団
体
ま
た
区
人
総

参
加
の
社
会
学
習
の
意
識
を
育
て
た

い
も
の
と
念
願
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
芸
能
、
文
化
、
芸
術
、
美

術
に
お
い
て
も
こ
れ
を
奨
励
し
、
同

好
の
同
志
の
サ
ー
ク
ル
活
動
を
期
待

し
こ
れ
を
育
成
致
し
た
く
存
じ
ま
す
。

明
徳
学
園二

八
万
八
千
円

（
老
人
福
祉
明
徳
学
園

一
八
五
万
八
千
円
）

明
徳
学
園
は
、
社
会
教
育
老
人
学

級
と
老
人
福
祉
と
吻
合
に
よ
る
町
立

生
涯
教
育
学
級
と
し
て
運
営
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。
健
康
管
理
を
第
一

義
と
し
て
生
甲
斐
の
人
生
観
を
育
て
、

若
さ
と
希
望
を
養
う
場
と
し
て
ま
す
ま

す
充
実
し
て
ま
い
り
た
く
存
じ
ま
す
。

保
健
体
育

三
、
五
四
二
万
九
千
円

社
会
体
育
を
振
興
し
、
心
身
と
も

に
健
康
な
社
会
を
目
標
に
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

運
動
公
園
の
建
設
以
来
昼
夜
を
通

じ
て
活
用
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
こ

と
は
、
本
町
の
社
会
体
育
振
興
の
上

か
ら
も
た
の
も
し
い
限
り
で
あ
り
ま

す
。本

町
は
町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
参
加
が

旺
盛
で
あ
り
ま
す
こ
と
が
誠
に
嬉
し

い
こ
と
を
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
中

に
健
康
が
あ
り
、
友
情
が
あ
り
、
文

化
が
あ
り
ま
す
。
こ
と
に
青
年
期

の
皆
さ
ん
に
は
ス
ポ
ー
ツ
の
技
能
に

挑
戦
す
る
練
成
を
重
ね
る
を
ど
、
ス

ポ
ー
ツ
に
不
良
な
し
、
と
の
確
信
を

も
っ
て
社
会
教
育
の
振
興
に
つ
と
め

た
く
存
じ
ま
す
。

ー
　
国
民
健
康
保
険
事
業

見　 込　 世　 帯 706世 帯

被 保 険 者 数 1，925人

（内老 人） （360人）

療 養 費 総 額 447，40 1千円

一般療養 費 24 1，137千 円

老人療養 費 179、900千円

高額療養 費 26，364千円

被保険者 1世帯 当り療養 費 633 ．7 12 円

被保 険者 1 人 当 り療養費 232，4 16 円

保 険 税 総 額 116，490千円

被 保険者1世 帯当 り保険税 165、000 円

被保険 者 1 人 当 り保 険税 60，5 14 円

国 庫 支 出 金 172，987千 円

療養 給付費負担 金 （一般） 63，52 1千円

療養 給付費負担 金 （老 人） 29，230千 円

普 通 調 整 交 付 金 33，170千 円

特 別 調 整 交 付 金 3，524千 円

事 務 等 負 担　 金 6，063千 円

原 姿 給 付 費 交 付 金 37，479千 円

本町におきまして

は、近年療養の給付

費が伸び、本年度に

おいて療養費の総額

は、前年度に対比し、

28・7％の増と在り447，401千円

を見込む状況であります。

これは過去3ヶ年の実状を踏まえて計上

した見込であります。

これを被保険者1世帯当り平均して見ま

すと633，712円となりますので、止

むをく保険税の増額を見込まざるを得をく

なって参りました。

従って保険税につきましても総額126，

490千円を見込まかければ在りません。

この総額をl世帯当りに平均いたします

と179，160円となりますので、一般

会計より10，000千円を繰入れ保険税

のl世帯当りの平均を165，000円と

し、減税の措置を講じたものであります。

にもかかわらず昨年に対比いたしますと1

3・9％の増額と在っております。

本年度におきましては、一層健康診断の

徹底と老人の健康管理など健康行政の充実

を図りたく存じます。

Soumu
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報剛
一

記念行事を開催

俣野川発電所第1号機運開

▲満面に水をたたえる俣野川ダム湖

府
　
俣
野
川
揚
水
発
電
所
に
つ
き
ま
し

て
は
、
昭
和
四
十
八
年
八
月
調
査
工

事
の
申
し
入
れ
を
受
け
、
町
と
い
た

江
　
し
ま
し
て
は
ま
ず
池
の
内
、
武
庫
の

第199－号

直
接
関
係
部
落
に
出
頭
要
請
を
行
い
、

昭
和
四
十
九
年
　
六
月

調
査
工
事
着
手

昭
和
五
十
一
年
　
十
月

調
査
工
事
終
了

昭
和
五
十
二
年
　
七
月

本
工
事
申
し
入
れ

昭
和
五
十
五
年
　
三
月本

工
事
着
工

昭
和
五
十
九
年
　
九
月

下
地
ダ
ム
湛
水
開
始

昭
和
五
十
九
年
十
二
月

ダ
ム
直
結
小
発
電
運
転
開
始

（
二
、
一
〇
〇
k
W
）

昭
和
六
十
一
年
十
日

本
発
電
一
号
機
運
転
開
始
予
定

（
三
〇
万
k
W
）

昭
和
六
十
二
年
十
日

本
発
電
二
号
機
運
転
開
始
予
定

（
三
〇
万
k
W
）

と
、
こ
の
よ
う
な
経
過
を
も
っ
て
い

よ
い
よ
本
年
十
月
一
号
機
の
運
転
が

開
始
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
間
関
係
地
権
者
並
び
に
地
域
社

会
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
対
し
深
く

敬
意
を
表
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
一
号
機
の
運
開
に
よ
り
ま
し

て
開
通
す
る
土
木
施
設
は
ほ
と
ん
ど

完
成
し
、
導
水
路
、
排
水
路
、
及
び

関
連
施
設
に
つ
い
て
は
二
号
機
所
属

の
ル
ー
ト
は
完
成
と
看
倣
し
、
昭
和

六
十
二
年
に
は
二
号
機
の
運
閲
が
予

定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
一
、
二

号
機
の
完
成
の
時
点
に
お
い
て
、
一
、

二
号
機
の
所
属
ル
ー
ト
及
び
ダ
ム
施

設
の
固
定
資
産
及
び
償
却
資
産
の
総

額
す
を
わ
ち
課
税
標
準
額
は
七
五
〇

億
円
前
後
と
見
込
む
べ
き
か
と
存
じ

ま
す
。

こ
れ
に
対
す
る
町
税
額
は
十
億
五

千
万
円
前
後
と
見
込
む
こ
と
が
で
き

る
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
一
号

機
の
運
転
開
始
に
当
り
、
中
電
当
局

の
始
動
式
に
合
わ
せ
、
町
と
い
た
し

ま
し
て
も
記
念
の
行
事
を
実
施
し
、

永
く
地
元
と
共
に
在
る
発
電
所
の
運

閥
を
記
念
し
、
幸
先
を
祝
い
た
い
と

存
じ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
記
念
行
事
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
ダ
ム
左
岸
に
新
設
さ
れ
ま
し
た

湖
岸
林
道
の
路
肩
に
湖
水
に
面
し
て
、

桜
と
山
根
の
記
念
並
木
道
三
k
m
を
造

成
し
、
更
に
対
岸
の
県
道
側
の
湖

岸
に
も
同
様
の
記
念
植
樹
を
行
い
ま

す
と
湖
水
に
映
え
る
周
囲
六
k
m
の
風

致
豊
か
な
春
秋
に
富
む
景
観
が
百
年

の
将
来
に
向
っ
て
出
現
を
す
る
こ
と

を
目
ぎ
し
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
を
含
め
て
本
年
は
二
号

機
の
運
閲
を
町
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
記
念
し
た
い
と
存
じ
ま
す
　
○

早期着工を要請

中国横断自動車道建設

本
道
路
は
す
で
に
買
収
業
務
は
お

お
よ
そ
終
了
し
て
お
り
ま
す
。
本
町

は
、
現
在
、
岡
山
県
地
内
ル
ー
ト
の

集
約
待
ち
の
感
じ
で
あ
り
ま
す
が
、

期
成
同
盟
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

目
下
建
設
省
並
び
に
道
路
公
団
当
局

に
早
期
着
工
を
要
請
す
る
と
同
時
に
、

岡
山
県
関
係
当
局
及
び
関
係
町
村
の

早
期
集
約
を
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

従
っ
て
、
本
町
内
に
お
き
ま
し
て

は
関
係
作
業
道
、
そ
の
他
準
備
工
事

の
先
行
を
求
め
、
ま
た
、
そ
の
一
部

に
つ
い
て
は
公
団
の
委
託
に
よ
り
町

に
お
い
て
代
行
施
行
も
予
定
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

こ
の
高
速
自
動
車
道
施
工
を
通
じ

て
、
本
町
に
お
け
る
住
民
経
済
の
活

性
化
に
資
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
と

と
も
に
早
期
完
成
に
よ
る
地
域
開
発

計
画
を
進
め
て
ま
い
り
た
く
念
願
す

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

町
長
日
誌

四

　

月
二二＝ヨl

l
日
伏

2
R
H
水

3
日
粥

4
日
働

5
日
出

7
口
H
甘
〓

8
日
伏

9
日
舶

1
0
日
㈹

1
1
日
働

1
2
日
出

1
4
日
㈲

在
　
勤
、
大
山
山
ろ
く

開
拓
事
務
所
長
来
庁

在
　
勤
、
根
雨
土
木
出

張
所
長
・
婦
人
会
役
員

来
庁

保
育
園
入
園
式
、
県
自

然
保
護
課
長
・
中
国
電

力
俣
野
川
発
電
所
建
設

所
長
・
倉
吉
電
力
所
長

来
庁

武
庫
地
区
役
員
来
庁

町
内
各
小
学
校
入
学
式

江
府
中
学
校
入
学
式
、

武
庫
老
人
ク
ラ
ブ
総
会

町
身
体
障
害
者
福
祉
協

会
総
会

人
権
養
護
委
員
委
嘱
状

交
付
式

町
教
育
委
員
会
、
川
筋

老
人
ク
ラ
ブ
総
会

農
用
ダ
ム
関
係
打
合
せ

会在
　
勤

農
用
ダ
ム
関
係
打
合
せ

会
、
町
内
弔
問

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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奥
地
山
林
原
野
の
価
値
開
発
と

町
内
最
高
標
高
の
集
落
を
真
横
に
結
ぶ
広
域
農
道
完
工

▲広域農道（笠長原地内）

広
域
営
農
団
地
農
道
は
、
昭
和
四

十
五
年
度
よ
り
地
元
設
計
協
議
以
来

工
事
は
県
行
を
も
っ
て
続
行
さ
れ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
本
町
地
内
に
お
い

て
は
、
全
線
の
中
で
一
番
延
長
も
長

く
、
難
工
区
も
多
か
っ
た
の
で
、
昭

和
五
十
六
年
度
に
一
応
貫
通
は
し
た

も
の
の
引
続
い
て
補
完
工
事
、
舗
装

工
事
、
災
害
対
策
工
事
な
ど
続
行
の

う
え
、
本
町
地
内
の
完
工
を
見
る
に

至
り
ま
し
た
。
本
道
路
は
前
後
を
通

じ
実
に
十
七
年
の
永
い
期
間
に
わ
た

る
工
事
で
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
間
次
々
と
完
工
区

間
ご
と
に
、
そ
の
つ
ど
共
用
開
始
が

な
さ
れ
て
来
て
お
り
ま
す
の
で
、
今

さ
ら
忘
れ
た
感
無
し
と
せ
を
い
の
で

あ
り
ま
す
が
、
い
よ
い
よ
完
成
し
た

わ
け
で
あ
り
ま
す
。

本
農
道
は
全
延
長
か
ら
す
る
と
、

西
伯
郡
中
山
町
、
名
和
町
、
大
山
町
、

淀
江
町
、
米
子
市
、
岸
本
町
、
溝
口

町
の
大
山
山
麓
中
腹
地
内
を
経
て
本

町
俣
野
に
至
る
四
十
二
k
m
に
及
ぶ
も

の
で
あ
り
ま
す
。

本
町
地
内
に
お
き
ま
し
て
は
吉
原
、

下蚊屋農用ダム建設

繁栄の基礎づくりを
昭和43年より計画され、本町としては要

請を受けて対処してまいりました。特に地元

水源地集落において次第に集約が進み、物権

買収の交渉も円満に進行中でありますが、ま

だ完済には至っておりません。私は町長とし

てこれまで一貫して水源地集落の立場を守り

犠牲の強要の無いよう誠実に対処して来たつ

もりであります。

私は、むしろこの機会に水源地として協力

する代償として、水源地区の再生産基盤の造

成、環境整備公害対策、保慣条件等について

最大限の善処を折渉して来たつもりでありま

すが、農林水産省当局を始め、県当局におい

ても誠意ある施策の提示がなされて今日に至

っております。

私はまず水源地の地元にとって歴史的にも

梅の無い、「却って福となす」を貫き、本

事業が水源地も配水地帯も共に繁栄の完結を

念願し、最後まで誠実に対処してまいりたく

存じております。

をお、この農用ダムの建設に合わせ450

万tの湛水の下流への平常流量、プラス10

0万tの放流を対象に町営の小水力発電所を

建設する構想を農林水産省並びに通産省に対

し計画を出願している次第であります。

この計画は順次ダムの集約に合わせ具体化

させてまいりたく存じております。

中
大
河
原
、
須
郷
、
御
机
、
笠
良
原

下
蚊
屋
、
俣
野
（
う
れ
い
し
）
　
に
至

る
延
長
一
六
・
四
k
m
に
及
ぶ
道
路
で

あ
り
ま
し
て
、
こ
れ
は
総
延
長
四
二

k
m
に
対
す
る
三
九
％
約
四
割
を
占
め

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
道
路
は
全
区
間
の
中
に
既
設

県
道
併
用
区
間
二
一
k
m
を
含
め
ま
す

と
総
延
長
は
六
三
k
m
と
な
る
わ
け
で

あ
り
ま
す
が
、
新
設
農
道
の
み
の
総

工
事
費
は
七
〇
億
五
七
、
〇
〇
〇
千

円
と
を
り
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
、
地

元
八
市
町
村
の
地
元
負
担
は
約
五
億

円
弱
で
あ
り
ま
す
。
本
町
は
そ
の
地

元
負
担
の
三
割
三
分
を
負
担
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

本
農
道
は
建
設
構
想
に
お
き
ま
し

て
、
県
道
併
用
を
含
む
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
し
た
が
、
本
町
と
い
た
し

ま
し
て
は
、
奥
大
山
地
帯
を
鉢
巻
に

結
ぶ
道
路
と
し
て
、
地
元
負
担
は
当

然
に
覚
悟
の
上
で
、
極
力
県
道
併
用

を
排
し
、
な
る
べ
く
新
設
農
道
を
延

長
し
、
し
か
も
な
る
べ
く
標
高
の
高

い
位
置
に
ル
ー
ト
を
開
く
方
針
の

も
と
に
、
町
内
最
高
標
高
の
集
落

を
真
横
に
結
ぶ
道
路
の
完
成
を
期
し

て
き
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

本
道
路
の
本
町
地
内
ル
ー
ト
の
建

設
完
成
に
つ
い
て
は
、
十
七
年
の
年

次
を
経
ま
し
た
が
、
本
町
将
来
の
住

民
生
活
の
上
に
お
い
て
、
ま
た
産
業
、

文
化
、
交
通
、
観
光
な
ど
、
特
に
奥

地
山
林
原
野
の
価
値
開
発
の
上
に
お

い
て
、
歴
史
的
条
件
整
備
の
基
礎
の

1
5
日
㈹
　
町
遺
族
会
総
会
、
町
内

葬
儀

1
6
日
㈱
　
町
民
生
委
員
会
、
N
・

H
・
K
取
材
来
庁

1
7
日
㈲

1
8
日
働

1
9
日
旧

2
1
日
㈲

2
2
日
㈹

岡
照
雄
氏
祝
賀
会
、
町

内
弔
問

西
部
町
村
会
（
米
子
市
）

在
　
勤
、
町
内
葬
儀

区
長
会
、
分
館
長
会
、

体
育
協
会
総
会

江
府
町
農
協
総
代
会
、

東
京
出
張

（
発
電
関
係
市
町
村
全

国
協
議
会
理
事
会
総
会
）

県
建
設
業
協
会
日
野
支

部
総
会
（
米
子
市
）

2
5
日
働
明
徳
学
園
入
学
式
、
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
場
完
成
式

農
用
ダ
ム
関
係
打
合
せ

会
、
中
国
電
力
俣
野
川

発
電
所
建
設
所
長
来
庁

2
6
日
闇
江
府
町
農
協
完
成
式

2
8
日
㈲
総
合
計
画
審
議
会
、
商

工
会
経
営
講
演
会
、
日

本
き
の
こ
セ
ン
タ
ー
所

長
・
農
協
組
合
長
来
庁

30
日
㈲
俣
野
川
発
電
対
策
会
議

一
つ
を
成
し
遂
げ
得
た
も
の
と
し
て
、

町
政
の
上
に
お
い
て
も
記
念
す
べ
き

一
つ
の
事
業
で
あ
る
と
存
じ
ま
す
。

そ
の
間
英
断
を
も
っ
て
本
事
業
の

遂
行
に
つ
い
て
格
別
の
ご
努
力
を
い

Soumu
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た
だ
き
ま
し
た
農
林
水
産
省
並
び
に

県
ご
当
局
に
対
し
深
く
敬
意
を
表
す

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

本
事
業
に
対
し
用
地
、
物
権
の
提

供
を
賜
り
、
終
始
熱
意
あ
る
ご
協
力

を
賜
り
ま
し
た
関
係
集
落
並
び
に
各

個
人
、
団
体
各
位
に
対
し
深
甚
の
敬

意
と
感
謝
を
捧
げ
る
次
第
で
あ
り
ま

す
。私

は
本
年
適
当
の
時
季
に
現
地
に

お
い
て
、
町
民
各
位
と
共
に
完
工
を

記
念
す
る
機
会
を
得
た
く
存
じ
て
お

り
ま
す
。

町内全域にわたって

水質を調査

泉源開発対策

▲ダム放水杭の水質調査

俣
野
川
場
水
発
電
は
地
下
発
電
所

で
あ
り
ま
す
の
で
、
サ
ー
ジ
タ
ン
ク

よ
り
五
〇
〇
m
の
落
差
の
間
総
延
長

一
三
h
前
後
に
及
ぶ
大
小
の
ト
ン
ネ

ル
が
掘
削
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
坑

道
の
随
所
に
湧
出
し
て
い
る
地
下
水

に
つ
い
て
そ
の
水
質
を
後
日
の
た
め

に
も
分
析
し
て
お
か
ね
ば
と
存
じ
、

特
に
放
水
抗
は
ダ
ム
の
湛
水
、
発
電

と
同
時
に
永
久
に
水
没
い
た
し
ま
す

の
で
、
昭
和
五
十
九
年
発
電
以
前
に

一
斉
に
水
質
の
分
析
調
査
を
い
た
し

た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

更
に
町
内
集
落
に
つ
い
て
も
一
部

調
査
を
行
い
ま
し
た
と
こ
ろ
、
発
電

所
放
水
坑
湧
水
の
中
に
温
泉
成
分
を

発
見
い
た
し
ま
し
た
。

結
果
は
、

ナ
ト
リ
　
ウ
　
ム
　
七
五
二
・
〇
叫

カ
ル
シ
ュ
ウ
ム
　
三
七
四
・
九
叫

カ
　
リ
　
ウ
　
ム
　
　
　
六
・
六
叫

重
　
　
炭
　
　
酸
二
五
五
九
・
〇
叩

マ
グ
ネ
シ
ュ
ウ
ム
　
　
五
九
・
八
叫

硫
　
　
　
　
酸
　
一
〇
〇
・
〇
叩

可
溶
ケ
イ
サ
ン
　
　
七
八
二
二
間

塩
　
　
　
　
　
素
　
四
三
一
・
五
叫

こ
れ
で
は
温
泉
法
上
の
成
分
と
し
て

特
に
重
炭
酸
の
相
当
以
上
の
成
分
量

で
あ
る
こ
と
の
分
析
結
果
を
得
ま
し
た
。

こ
の
調
査
は
京
都
大
学
防
災
研
究
所

に
要
請
し
、
防
災
研
究
調
査
中
、
水

質
分
析
を
願
い
発
見
を
得
た
結
果
で

あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
基
い
て
鳥
取
県
衛
生
研
究

所
に
要
請
し
行
政
調
査
を
受
け
ま
し

た
と
こ
ろ
、
同
様
の
結
果
を
得
た
も

の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
昨
年
に
引

続
い
て
京
都
大
学
、
鳥
取
大
学
、
岡

山
大
学
理
工
学
部
の
教
授
陣
の
学
問

的
助
言
を
受
け
、
目
下
さ
ら
に
学
問

的
に
実
地
調
査
を
重
ね
、
試
掘
の
具

体
策
に
つ
い
て
慎
重
に
検
討
い
た
し

た
く
存
じ
て
お
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
調
査
の
結
果
に
つ
い
て

は
、
議
会
並
び
に
町
民
に
報
告
の
う

え
、
町
の
方
針
の
決
定
が
行
わ
れ
る

わ
け
で
あ
り
ま
す
が
そ
れ
に
至
る
ま

で
は
引
続
い
て
学
術
、
技
術
、
工
法
、

事
業
量
、
事
業
費
等
に
つ
い
て
さ
ら

に
調
査
研
究
を
行
い
た
く
存
じ
ま
す
。

本
年
度
中
に
お
い
て
試
掘
方
針
の
決

定
を
見
る
に
足
る
調
査
を
進
め
、
議
会

並
び
に
町
民
に
報
告
致
し
た
い
も
の

と
念
隙
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

以
上
、
昭
和
六
十
一
年
度
一
般
会

計
予
算
案
並
び
に
特
別
会
計
予
算
案

を
提
出
い
た
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

江
府
町
で
は
本
年
度
通
産
省
の

◇
　
－
　
電
源
地
域
産
業
育
成
支
援
事
業
の

◇
　
－
　
指
定
を
受
け
、
町
の
未
来
を
え
が

◇
1
く
、
「
江
府
町
の
総
合
的
な
産
業
　
－
　
◇

◇
－
－
⊥
育
成
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
す
る
ニ
　
ー
　
◇

◇
　
－
　
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
一
〇
〇
万
キ
ロ
ワ
ッ

ト
以
上
の
発
電
所
所
在
市
町
村
に

つ
い
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。

◇◇◇◇

今
年
度
の
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

は
、
六
十
年
代
後
半
に
開
通
予
定

の
中
国
横
断
道
・
電
化
さ
れ
た
伯

備
線
・
俣
野
川
ダ
ム
湖
・
大
山
の

南
裾
野
の
美
し
い
自
然
を
生
か
し

ポ
ス
ト
夏
大
根
と
な
る
主
力
高
冷

地
野
菜
と
土
産
品
の
開
発
、
観
光

産
業
の
振
興
、
運
動
公
寓
を
拠
点

と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
村
な
ど
町

の
活
性
化
を
図
る
た
め
将
来
の
計

画
を
作
成
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
作
成
の

た
め
に
、
関
西
山
陽
の
大
学
・
企

業
を
誘
致
の
た
め
の
立
地
条
件
調

査
、
宿
泊
施
設
の
見
直
し
を
ど
も

行
わ
れ
、
一
、
六
六
五
万
円
の
予

算
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
県
に
連
絡
調
整

会
議
、
町
に
検
討
会
が
設
置
さ
れ
、

県
、
町
、
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
江

府
町
の
将
来
を
考
え
て
い
こ
う
と

い
う
も
の
で
す
。

町
で
は
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
も
と

に
昭
和
六
十
二
年
度
か
ら
人
材
育

成
事
業
（
大
学
専
門
学
校
派
遣
、

企
業
派
遣
、
先
進
地
派
遣
）
・
マ

ー
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
事
業
（
流
通
経

過
の
確
保
、
市
場
拡
大
）
・
産
業

育
成
融
資
事
業
な
ど
具
体
的
に
施

策
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

Soumu
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電
源
立
地
交
付
金
事
業

こ
ん
な
施
設
が
完
成

昭
和
四
十
九
年
度
に
電
源
三
法
交
付
金
制
度
が
設
け
ら
れ
、
発

電
所
が
建
設
さ
れ
る
市
町
村
と
そ
の
周
辺
に
対
し
て
、
公
共
施
設

を
整
備
す
る
た
め
の
交
付
金
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
発
電
所
の
建
設
に
よ
っ
て
安
定
し
た
電
気
の
供
給
を
受

け
る
利
益
の
一
部
を
地
元
地
域
に
還
元
し
、
地
域
の
生
活
向
上
に

役
立
て
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
本
町
も
、
昭
和
五
十
五
年
三
月

俣
野
川
発
電
所
の
建
設
認
可
に
よ
っ
て
こ
の
制
度
の
適
用
を
受
け
、

総
額
十
一
億
七
千
六
百
万
円
の
交
付
金
事
業
枠
を
取
得
し
、
昭
和

五
十
五
年
度
か
ら
地
域
環
境
の
整
備
を
は
か
る
た
め
の
事
業
を
行

っ
て
お
り
、
六
十
年
度
に
は
農
道
、
テ
レ
ビ
共
聴
設
備
、
林
道
等

の
次
の
工
事
が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
六
十
一
年
度
で
完
了
し
ま
す
が
、
他
の
国
の
制
度

事
業
も
併
用
し
て
、
今
ま
で
に
六
十
二
件
の
事
業
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

▲農道武庫線

第199号

昭和60年度電源立地交付金事業

事　 業　 名 事 業 量 事 業 費 内電源交付金

農 道 長 通 し 線
L ＝ 552 m

W ＝3 ．0 m

　 丁・flJ
6 ，03 2

　 十日
5 ，70 0

池 ノ内 6 1戸
10 ，2 94 10 ，1 30

テ レビ共 聴 設備 アンテナ 5 基

池 ノ内 5 9戸
5 ，9 60 5 ，9 00

有 線 放 送 設 備 ア ンプ 3 台

農　 道　 武　 庫　 線 L ＝ 34 8m
W ＝ 3．0 m

2 1，3 39 20 ，9 00

運動公園

給 水 施 設
40 0rJ 2 5，78 7 25 ，0 00

林 道 ヒ キ ジ 線 L ＝ 48 0m
W ＝ 3．0m

3 9，9 38 14 ，5 80

洲　 河　 崎　 水　 路 L ＝ 78 7m 2 5，3 64 7．5 00

斯 道 防 火 水 槽 1 基　 4 0n†
5．702 2，3 00

池 ノ内 防 火 水 槽 1 基　 4 0m†
3，312 1，5 40

尾上 原 防 火 水 槽 1 基　 4 0n了
3，31 1 1，5 30

尾上原消防ポンプ 1 棟 木造
1，67 3 1，6 40

格納庫 18nf

▲洲河崎水路

霊室芸器量蓋貸付のご案内
町
で
は
、
昭
和
六
十
一
年
度
の

老
人
居
室
整
備
資
金
、
障
害
者
住

宅
整
備
資
金
の
貸
付
を
次
の
要
綱

で
募
集
し
ま
す
。
希
望
者
は
、
役

場
民
生
課
福
祉
係
に
申
し
込
ん
で

下
さ
い
。
（
な
お
、
老
人
居
室
の

整
備
資
金
の
貸
付
金
は
、
六
十
一

年
度
が
最
終
貸
付
と
在
り
ま
す
。
）

◇
老
人
居
室
整
備
資
金

（
貸
付
対
象
者
）

一
、
町
内
に
居
住
し
、
親
族
で
あ

る
老
人
（
六
十
歳
以
上
）
と
同

居
す
る
者

二
、
老
人
の
専
用
居
室
を
必
要
と

し
、
自
力
で
専
用
居
室
の
増
改

築
を
行
う
こ
と
が
困
難
な
者

（
貸
付
金
の
限
度
）

一
戸
当
た
り
一
一
〇
万
円
以
内

Soumu
四角形
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四角形
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生活環境を整備
年金積立金還元融資事業

私たちが月々納めている国民年金の保

険料は、積立てられて老後に直接年金と

して支給を受けることになっていますが、

国では、この積立金の有効な利用のため、

町や村の各種生活関連施設整備の資金と

して融資するようにしています。

本町では、昭和60年度にこの融資を受

けて〉欠の事業が行われました。

↓
新
設
さ
れ
た
葉
局
地
区
簡
易
水
道

江

⑳昭和60年度年金積立金還元融資対象事業

事　　 業　　 名 事　 業　 量 事 業 費 内年金 資金

乗 尾地 区給 水 施 設 計 画 給 水 人 口　50人
　 千円

13．723

千円

4 ，3 00

甘 酒 茶屋　レス トハ ウス
鉄 骨 1 部 中　2 階　28 8rd

5 5 ．250 3 6 ，6 00

▲レストハウスは1月1日オープン
（青息）

厚
生
年
金
・
共
済
組
合
な
ど
の

障
害
年
金
受
給
者
は
届
け
出
を

現
在
、
国
民
年
金
に
加
入
中
の

人
で
、
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
な

ど
、
国
民
年
金
以
外
の
公
的
年
金

制
度
か
ら
障
害
年
金
を
受
給
し
て

い
る
人
は
、
国
民
年
金
の
保
険
料

納
付
が
昭
和
六
十
一
年
四
日
分
か

ら
法
定
免
除
さ
れ
る
こ
と
に
在
り

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
一
人
一
年
金
の
原
則

に
よ
り
、
将
来
障
害
年
金
と
老
齢

年
金
を
重
複
し
て
支
給
で
き
を
く

な
っ
た
た
め
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
今
ま
で
納
め
ら

れ
た
国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付

期
間
に
応
じ
て
、
特
別
一
時
金
と

し
て
お
返
し
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。こ

れ
に
該
当
す
る
方
は
、
受
給

中
の
年
金
証
書
、
印
か
ん
を
持
っ

て
役
場
民
生
課
福
祉
係
ま
で
お
出

か
け
下
さ
い
。

（
貸
付
金
の
利
率
・
償
還
期
聞
及

び
償
還
方
法
）

一
、
貸
付
利
率
　
年
三
・
五
％

二
、
償
還
期
日
　
十
年
以
内

三
、
償
還
方
法
　
元
利
均
等
半
年

賦
償
還

◇
障
尊
者
住
宅
整
備
資
金

（
貸
付
対
象
者
）

一
、
町
内
に
居
住
し
、
親
族
で
あ

る
障
害
者
（
身
障
手
帳
二
　
二

級
及
び
療
育
手
帳
A
）
と
同
居

す
る
者

二
、
障
害
者
の
居
室
等
を
増
改
築

ま
た
は
、
改
造
す
る
こ
と
を
必

要
と
し
、
自
力
で
行
う
こ
と
が

困
難
な
者

（
貸
付
金
の
限
度
）

一
戸
当
た
り
一
六
五
万
円
以
内

（
貸
付
金
の
利
率
・
償
還
期
聞
及

び
償
還
方
法
）

一
、
貸
付
利
率
　
年
三
・
五
％

二
、
償
還
期
間
　
十
年
以
内

三
、
償
還
方
法
　
元
利
均
等
半
年

賦
償
還

◇
申
込
み
〆
切
　
六
月
三
十
日
㈲

◇
老
人
居
室
整
備
資
金
、
障
害
者

住
宅
整
備
資
金
貸
付
事
業
は
、
年

金
積
立
金
還
元
融
資
で
す
。
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晴れの叙勲

下村さん

勲六等単光旭日章

昭
和
六
十
一
年
春
の
生
存
者
叙

勲
で
、
佐
川
の
下
村
矛
雄
さ
ん
　
（

七
十
一
歳
）
が
、
自
治
功
労
者
と

し
て
勲
六
等
単
光
旭
日
章
を
受
章

さ
れ
ま
し
た
。

下
村
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
二
年

江
府
町
議
会
議
員
に
当
選
以
来
四

期
十
六
年
に
わ
た
り
地
方
自
治
発

展
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
に
は
、
経
済
常
任
委
員

長
、
副
議
長
、
議
長
に
就
任
さ
れ
、

議
会
の
健
全
運
営
に
、
ま
た
、
地

域
振
興
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
功

績
に
よ
る
も
の
で
す
。

報丁田府江

運
動
公
園
の

ナ
イ
タ
ー
が

は
じ
ま
り
ま
し
た

五
月
八
日
、
運
動
公
園
で
、
町

民
待
望
の
「
ナ
イ
タ
ー
開
き
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

神
事
、
開
会
式
の
あ
と
、
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
に
続
き
総
合
グ
ラ
ン
ド

で
始
球
式
が
行
わ
れ
、
本
年
の
ナ

イ
タ
ー
ゲ
ー
ム
の
ス
タ
ー
ト
を
切

り
ま
し
た
。

当
日
の
招
待
者
は
テ
ニ
ス
の
部

が
体
育
協
会
庭
球
部
・
青
年
部
庭

球
部
・
O
B
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
・
マ

マ
さ
ん
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
、
野
球
の

部
は
昨
年
の
地
域
野
球
大
会
ベ
ス

ト
4
の
本
一
、
本
五
、
久
遠
、
佐

川
の
各
チ
ー
ム
で
し
た
。

み
ん
を
の
た
め
の
公
共
施
設
で
す
。

大
切
に
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

○
使
用
時
間
を
厳
守
し
ま
し
ょ
う
。

（
後
か
た
づ
け
、
清
掃
も
時
間
内

に
終
り
、
係
員
の
確
認
を
受
け
て

下
さ
い
。
）

○
空
か
ん
等
は
持
帰
り
、
ま
た
は
、

必
ら
ず
所
定
の
ご
み
か
ご
へ
。

○
運
動
器
具
等
は
、
大
切
に
あ
っ
か

い
ま
し
ょ
う
。

入学生は160人

明徳学園で入学式

四
月
二
十
五
日
、
日
輪
闇
で
明

徳
学
園
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
に
は
、
井
上
理
事
長
ほ
か
来

賓
、
町
関
係
者
ら
が
参
列
し
て
祝

福
し
、
入
学
生
を
代
表
し
て
自
治

会
長
・
川
崎
仁
さ
ん
が
、

「
老
人
憲
章
の
実
践
に
つ
と
め

る
と
と
も
に
、
人
生
の
先
輩
と
し

て
の
自
覚
を
も
っ
て
現
代
社
会
の

情
勢
に
お
し
つ
ぶ
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
心
の
時
代
を
回
復
す
る
よ
う

努
力
し
ま
す
。
」
と
謝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

今
年
の
入
学
生
は
、
普
通
科
五

十
人
、
高
等
科
三
十
七
人
、
研
究

科
七
十
三
人
の
計
百
六
十
人
で
す
。

第
一
回
目
の
こ
の
日
は
、
井
上

理
事
長
か
ら
本
年
度
の
重
点
施
策

の
方
針
等
に
つ
い
て
説
明
を
聴
き

今
後
、
十
回
に
わ
た
り
、
教
養
科

目
、
研
究
視
察
、
社
会
奉
仕
活
動

が
行
わ
れ
ま
す
。
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高
額
療
養
費
は

し
た
場
合
は
、
四
回
目
か
ら
は
三

万
円
（
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯

の
人
は
二
万
一
千
円
）
を
超
え
た
額

が
申
請
に
よ
り
支
給
さ
れ
ま
す
。

こ
ん
な
と
き
支
給
さ
れ
ま
す

長
期
間
継
続
し
て
高
額
な
治
療
が

必
要
な
と
き

報町府江

国
民
健
康
保
険
の
保
険
給
付
の

な
か
に
、
高
額
療
養
費
の
支
給
制

度
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
医
療

費
の
自
己
負
担
が
高
額
で
、
一
定

額
を
超
え
た
分
を
国
保
が
負
担
す

る
と
い
う
制
度
で
す
。
次
の
よ
う

な
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

帯
合
算
」
し
て
五
万
四
千
円
（
三

万
円
）
を
超
え
た
額
が
申
請
に
よ

り
支
給
さ
れ
ま
す
。

年
4
回
以
上
該
当
の
と
き

同
一
世
帯
で
過
去
一
年
の
間
に

四
回
以
上
、

高
額
療
養
費
に
該
当

長
期
に
わ
た
り
、
継
続
的
に
高

額
な
治
療
の
必
要
な
病
気
で
厚
生

大
臣
の
指
定
す
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
一
か
月
一
万
円
を
超
え
た
額

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
現
在
指
定
さ
れ
て
い
る
病
気

㈲
人
工
透
析
を
必
要
と
す
る
慢
性

腎
不
全

㈲
血
友
病

★
　
申
請
手
続
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、

役
場
民
生
課
国
保
係
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

一
カ
月
の
自
己
負
担
額
が
五
万
四

千
円
を
超
え
た
と
き

病
気
や
ケ
ガ
で
同
じ
人
が
一
カ

月
の
間
に
同
一
の
医
療
機
関
で
五

万
四
千
円
（
市
町
村
民
税
非
課
税

世
帯
の
人
は
、
三
万
円
）
以
上
の

自
己
負
担
額
を
超
え
た
額
が
申
請

に
よ
り
支
給
さ
れ
ま
す
。

五

岡
一
世
帯
で
一
カ
月
に
三
万
円
以

上
が
2
回
以
上
あ
っ
た
場
合

同
一
世
帯
の
人
が
同
一
月
に
医

療
機
関
に
か
か
り
、
二
人
以
上
が

そ
れ
ぞ
れ
三
万
円
（
市
町
村
民
税

非
課
税
世
帯
の
人
は
二
万
一
千
円
）

以
上
の
自
己
負
担
を
し
た
と
き
、

該
当
者
の
自
己
負
担
額
が
　
「
世

俳
句
会

花

好
も
し
や
畳
の
上
の
花
の
屑

仰
ぐ
花
見
下
ろ
す
花
の
盛
り
か
な

花
影
の
ゆ
れ
て
有
情
の
宵
な
り
し

見
上
げ
て
は
ま
た
一
休
み
花
の
坂

井
　
上
　
中
山
香

遠

　

藤

　

花

　

影

川

　

崎

　

藤

　

枝

落
城
の
悲
憤
偲
ぶ
や
花
の
雨

遽
巡
と
出
て
来
花
冷
え
し
る
き
か
な

n
日
日

⊥
‖
〃

藤

　

泉

　

翠

と

も

か

く

花

見

日

和

と

な

り

に

け

り

風
の
向
き
か
わ
り
か
わ
り
て
花
開
く清

　

水

　

純

　

子

宵
闇
に
浮
き
上
り
た
る
花
明
り

兄
の
名
も
小
さ
く
花
の
慰
霊
塔

古

　

川

　

園

　

香

目
を
お
と
し
歩
ゆ
め
ば
落
花
あ
る
こ
と
に

風
荒
ぶ
日
の
よ
そ
よ
そ
し
桜
か
を
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人の動き

報

お
誕
生
お
め
で
と
う

小
江
尾
　
土
居
智
彰

袋
　
原
　
藤
原
　
諒

武
　
庫
　
梅
林
　
綾

下
安
井
　
徳
岡
舞
子

卓
磨
二
男

猛
長
男

克
寿
長
女

健
長
女

清
水

新
田

永
井

南
披

見
山

阿
部

大
岩

竹
田

加
藤

神
庭

濱
田

悟幸
浩
二

明
美滴

弘
美豊

昌
子

貴
教

三
枝

裕
二

斗
光
美
代
子

末
次
　
勝
也

大
坪
　
美
苗

）））））））

佐
川

日
野
郡
日
南
町
か
ら

小
江
尾

俣
野
か
ら

富
市

東
京
都
江
戸
川
区
か
ら

下
蚊
屋
か
ら

大
阪
府
貝
塚
市

島
根
県
大
原
郡

江
尾
か
ら

小
江
尾

岐
阜
市
か
ら

美
用

北
九
州
市
門
司
区
か
ら

下
安
井
宮
本
き
み
ゑ
6
7
歳
敏
温
宅
　
　
佐
　
川
　
前
田
　
政
子
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

ご
ざ
い

［
庸
雄

I
つ

仁
た
一

町
　
ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

米
子
市

江
尾
か
ら

本
三
　
松
尾
真
吉

本
三
　
吉
岡
省
吾

9
0
歳
　
寛
宅

4
1
歳
修
一
宅

四
月
中
寄
託
分

香
典
返
し
と
し
て

本
　
三
　
松
尾
　
　
寛
殿

（
父
兵
書
様
ご
逝
去
）

本
　
三
　
吉
岡
　
修
一
殿

（
長
男
省
吾
様
ご
逝
去
）

下
安
井
　
宮
本
　
敏
温
殿

（
妻
き
み
ゑ
様
ご
逝
去
）

内
祝
と
し
て

御
　
机
　
伊
達
　
静
枝
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

御
　
机
　
山
崎
　
書
香
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

荒
　
田
　
林
　
喜
代
隆
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

佐
　
川
　
下
村
　
好
枝
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
一
藤
田
　
久
人
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

杉
　
谷
　
山
野
　
博
寿
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

下
蚊
屋
　
筒
井
　
豊
子
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

特
別
寄
付

柿
　
原
　
加
藤
満
寿
幸
殿

竹
ぼ
う
き
　
五
十
本

以
上
、
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付

い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。江

府
町
社
会
福
祉
協
議
会

善
意
銀
行
受
払
報
告

し
　
三
月
末
累
計
額

四
百
四
十
七
万
五
千
八
百
四
十
五
円

2
．
四
日
中
寄
付
額

十
四
万
三
千
円

内
　
　
訳

香
典
返
し
　
七
万
円

快
気
祝
　
　
七
万
三
千
円

3
．
支
出
額

謝
　
金
　
　
三
万
円

需
用
費
　
　
六
千
五
百
二
十
円

負
担
金
　
　
二
千
円

積
立
金
　
　
二
百
五
十
万
円

4
．
四
日
末
累
計
額

二
百
八
万
三
百
二
十
五
円

江第199号

▼保健婦からひとこと

こんなにも多い虫歯
＝1人あたり6．0本＝

三歳児健診での結果
（虫歯を1本以上保有している子供の率）

56年から徐々に虫歯の子供は減少しつ

つありましたが、60年は日野郡内でも最

も高率で、8割の子供に虫歯がありまし

た。

おやつの与え方が甘いおいしいものか

ら食事を補うためのものと変わりつつあ

りますが、まだまだ簡単にあげられるス

ナック菓子・チョコレート・ジュース等

のおやつが多い様です。

虫歯の予防には、（∋甘いものをできる

だけやめる（参食後に歯をみがく　③乳

児期は食後に口をすすぐ（もはやめに治

すことは、多くの方が注意していますが

歯が生えてきたらやわらかいものばかり

食べさせないで歯ごたえのある固いもの

をよくかんで食べることはあまり知られ

ていません。固い生野菜を食べることは

ロのまわりの筋肉、あごの骨の発達に役

立ちます。あごの骨が小さいと一定の数

の歯が生えるときにきれいに並びきれず

歯ならびが悪くをるので歯に汚れがつき

やすく、洗い流しにくくなり、．ひいては

虫歯になりやすくをります。

この様に歯みがきだけでなく、歯の生

える前からの心がけ、日常の食生音舌での

注意が大切なのです。また乳歯の手入れ

が永久歯の健陳にもつをがります。

環境週間
＊6月5日～6月11日＊

「みんなで築くよりよい環境」
自然に恵まれた江府町を守るため

地域美化運動を進めましょう。

㊧

1車
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